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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月15日(2018.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軽鎖可変領域及び重鎖可変領域を含むＣＤ２７Ｌ抗原結合タンパク質であって、
　ａ）軽鎖可変ドメインが配列番号７１に記載のＬＣＤＲ１；配列番号７９に記載のＬＣ
ＤＲ２配列；および配列番号８７に記載のＬＣＤＲ３配列を含み；重鎖可変ドメインが配
列番号２５に記載のＨＣＤＲ１；配列番号３３に記載のＨＣＤＲ２配列；および配列番号
４１に記載のＨＣＤＲ３配列を含む；
　ｂ）軽鎖可変ドメインが配列番号７２に記載のＬＣＤＲ１；配列番号８０に記載のＬＣ
ＤＲ２配列；および配列番号８８に記載のＬＣＤＲ３配列を含み；重鎖可変ドメインが配
列番号２６に記載のＨＣＤＲ１；配列番号３４に記載のＨＣＤＲ２配列；および配列番号
４２に記載のＨＣＤＲ３配列を含む；
　ｃ）軽鎖可変ドメインが配列番号７３に記載のＬＣＤＲ１；配列番号８１に記載のＬＣ
ＤＲ２配列；および配列番号８９に記載のＬＣＤＲ３配列を含み；重鎖可変ドメインが配
列番号２７に記載のＨＣＤＲ１；配列番号３５に記載のＨＣＤＲ２配列；および配列番号
４３に記載のＨＣＤＲ３配列を含む；
　ｄ）軽鎖可変ドメインが配列番号７４に記載のＬＣＤＲ１；配列番号８２に記載のＬＣ
ＤＲ２配列；および配列番号９０に記載のＬＣＤＲ３配列を含み；重鎖可変ドメインが配
列番号２８に記載のＨＣＤＲ１；配列番号３６に記載のＨＣＤＲ２配列；および配列番号
４４に記載のＨＣＤＲ３配列を含む；
　ｅ）軽鎖可変ドメインはｄ）に規定されるがＲ２４Ｋ－Ｓ２６Ｇ変異を有し、重鎖可変
ドメインは、ｄ）に規定されるがＮ３１Ｓ－Ｉ３４Ｍ変異を有する；
　ｆ）軽鎖可変ドメインはｄ）に規定されるがＲ２４Ｋ－Ｓ２６Ｇ変異を有し、重鎖可変
ドメインはｄ）に規定される；
　ｇ）軽鎖可変ドメインはｄ）に規定されるがＬ５５Ｉ－Ｙ５８Ｆ変異を有し、重鎖可変
ドメインはｄ）に規定される；
　ｈ）軽鎖可変ドメインはｄ）に規定されるがＱ９５Ｎ－Ｔ９６Ｓ変異を有し、重鎖可変
ドメインはｄ）に規定されるがＮ３１Ｓ－Ｉ３４Ｍ変異を有する；
　ｉ）軽鎖可変ドメインはｄ）に規定されるがＱ９５Ｎ－Ｔ９６Ｓ変異を有し、重鎖可変
ドメインはｄ）に規定される；
　ｊ）軽鎖可変ドメインが配列番号７５に記載のＬＣＤＲ１；配列番号８３に記載のＬＣ
ＤＲ２配列；および配列番号９１に記載のＬＣＤＲ３配列を含み；重鎖可変ドメインが配
列番号２９に記載のＨＣＤＲ１；配列番号３７に記載のＨＣＤＲ２配列；および配列番号
４５に記載のＨＣＤＲ３配列を含む；
　ｋ）軽鎖可変ドメインが配列番号７６に記載のＬＣＤＲ１；配列番号８４に記載のＬＣ
ＤＲ２配列；および配列番号９２に記載のＬＣＤＲ３配列を含み；重鎖可変ドメインが配
列番号３０に記載のＨＣＤＲ１；配列番号３８に記載のＨＣＤＲ２配列；および配列番号
４６に記載のＨＣＤＲ３配列を含む；
　ｌ）軽鎖可変ドメインが配列番号７７に記載のＬＣＤＲ１；配列番号８５に記載のＬＣ
ＤＲ２配列；および配列番号９３に記載のＬＣＤＲ３配列を含み；重鎖可変ドメインが配
列番号３１に記載のＨＣＤＲ１；配列番号３９に記載のＨＣＤＲ２配列；および配列番号
４７に記載のＨＣＤＲ３配列を含む；または
　ｍ）軽鎖可変ドメインが配列番号７８に記載のＬＣＤＲ１；配列番号８６に記載のＬＣ
ＤＲ２配列；および配列番号９４に記載のＬＣＤＲ３配列を含み；重鎖可変ドメインが配
列番号３２に記載のＨＣＤＲ１；配列番号４０に記載のＨＣＤＲ２配列；および配列番号
４８に記載のＨＣＤＲ３配列を含む；
前記ＣＤ２７Ｌ抗原結合タンパク質。


	header
	written-amendment

